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2018年11月５日　第 338 号

八
戸
市
の
三
〇
〇
〇
万
人
署
名

10
／
２
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン

昨
年
の
県
高
齢
者
大
会

全
国
一
律
最
賃
で

地
域
の
再
生
を

　

い
き
な
り
地
域
限
定
の
話
題

で
申
し
訳
な
い
の
で
す
が
、先

日
青
森
市
議
会
議
員
選
挙
が
行

わ
れ
ま
し
た
。青
森
市
の
皆
様
、

投
票
に
行
き
ま
し
た
か
？

　

今
後
、統
一
地
方
選
挙
、参
議

院
選
挙
な
ど
、重
要
な
選
挙
が

あ
り
ま
す
。そ
こ
で
今
回
は「
選

挙
権
を
行
使
す
る
こ
と
の
大
事

さ
」に
つ
い
て
書
い
て
み
ま
す
。

　

私
の
記
憶
が
確
か
で
あ
れ
ば
、

日
本
で
最
初
に
選
挙
権
を
与
え

ら
れ
た
の
は
「
一
定
の
納
税
を

し
て
い
る
男
性
」で
し
た
。今
の

よ
う
に
「
18
歳
以
上
で
あ
れ
ば

だ
れ
で
も
選
挙
権
を
行
使
で
き

る
」と
い
う
状
況
に
な
っ
た
の

は
、ご
く
最
近
の
こ
と
で
す
。

　

私
が
言
い
た
い
の
は
、「
選
挙

権
を
行
使
し
な
い
。つ
ま
り
投

票
し
な
い
の
は
『
も
っ
た
い
な

い
』」と
い
う
こ
と
で
す
。選
挙

権
は
、空
か
ら
勝
手
に
降
っ
て

き
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
先
人
が
努
力
し
、た

た
か
っ
て
勝
ち
得
た
権
利
で
す
。

行
使
し
な
い
の
は
本
当
に
『
も

っ
た
い
な
い
』と
思
い
ま
す
。

　
「
選
挙
に
行
っ
て
も
政
治
は

変
わ
ら
な
い
。」と
い
う
人
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。少
々
荒

っ
ぽ
い
反
論
を
す
れ
ば
、「
そ
ん

な
分
か
っ
た
風
な
事
を
言
っ
て
、

選
挙
に
行
か
な
い
か
ら
、結
果

と
し
て
政
治
が
変
わ
ら
な
い
の

だ
。」と
い
う
こ
と
で
す
。

　

自
分
の
意
見
を
政
治
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
大
事
な

権
利
で
あ
る
選
挙
権
。『
選
挙
に

行
け
ば
、き
っ
と
変
わ
る
』と
信

じ
て
、く
れ
ぐ
れ
も
棄
権
せ
ず

に
、行
使
し
ま
し
ょ
う
。（

石
田
）

　

10
月
２
日
に
空
港
労
働
者
の

グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
、
10

月
４
日
に
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
・

グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
全
世
界
的
な
行
動
の
呼
び
か

け
が
あ
り
ま
し
た
。
全
労
連
は
、

こ
の
呼
び
か
け
に
応
え
、
中
央

お
よ
び
地
方
で
最
低
賃
金
改
定

の
告
知
を
含
め
、
10
月
１
日
か

ら
５
日
の
間
で
、
宣
伝
行
動
を

提
起
し
、
青
森
県
労
連
は
10
月

２
日
に
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
青

森
店
前
で
宣
伝
行
動
を
展
開
し

ま
し
た
。
青
森
県
最
低
賃
金

は
、
24
円
引
上
げ
ら
れ
７
６
２

円
（
10
月
４
日
発
効
）
と
な
り

ま
し
た
が
、
一
昨
年
に
実
施
し

た
最
低
生
計
費
調
査
で
は
、
青

１
３
９
２
円
、
大
阪
府

堺
市
１
２
１
６
円
、
広

島
市
１
２
１
４
円
と
な

り
、
全
国
ど
こ
で
暮
ら

し
て
も
最
低
生
計
費
に

大
き
な
格
差
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
私
た
ち

が
要
求
し
て
い
る
「
全

国
一
律
最
低
賃
金
制
度

の
確
立
、
い
ま
す
ぐ

１
０
０
０
円
、
そ
し
て

１
５
０
０
円
」
は
、
最

低
生
計
費
調
査
の
結
果

か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
時
給
１
０
０
０
円

で
週
40
時
間
労
働
し
た
場
合
の

年
収
は
、
２
０
８
万
円
と
な
り

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
脱
出
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
時
給

１
５
０
０
円
の
場
合
は
年
収

３
１
２
万
円
と
な
り
、
厚
労
省

が
「
結
婚
の
壁
」
と
し
て
い
る

３
０
０
万
円
を
超
え
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。
青
森
県
の
人
口
は

森
市
で
人
並
み
に
暮
ら
す
場
合

の
必
要
時
給
は
１
２
４
３
円

（
週
40
時
間
換
算
）
と
な
り
ま

し
た
。
最
低
生
計
費
調
査
で
比

較
し
て
み
る
と
、
さ
い
た
ま
市

　

安
倍
首
相
は
「
全
世
代
型
の

社
会
保
障
」
と
称
し
て
、
70
歳

ま
で
の
定
年
延
長
を
含
む
高
齢

者
の
労
働
を
強
要
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
積
年
の
社
会
保
障

制
度
改
悪
に
よ
っ
て
高
齢
者
の

生
活
は
悪
化
の
一
途
で
す
。
高

齢
者
の
生
活
保
護
受
給
者
が
増

え
続
け
て
い
ま
す
。
青
森
県
の

年
金
支
給
額
は
全
国
最
低
レ
ベ

ル
で
す
。

　

第
20
回
青
森
県
高
齢
者
大
会

が
、
「
す
べ
て
の
世
代
の
連
帯

で
、
い
か
そ
う
憲
法
つ
く
ろ
う

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
」

安
倍
改
憲
阻
止

三
〇
〇
〇
万
人
署
名

11
・
23

県
高
齢
者
大
会

11
／
27
前
進
座

「
ち
ひ
ろ
」 

公
演

を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

時　

11
月
23
日
㈮
10
時
10
分

　
　

勤
労
感
謝
の
日

所　

リ
ン
ク
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
あ
お
も

り
（
青
森
市
文

化
会
館
）

記
念
講
演　
　

望

月
衣
塑
子
（
東

京
新
聞
記
者
）

「
メ
デ
ィ
ア
の

使
命
、
あ
る
べ

き
姿
」
記
者
会

見
で
麻
生
財
務

相
を
鋭
く
追
及

学
習
講
座　
　

「
医

療
介
護
の
い
ま

と
こ
れ
か
ら
」

分
科
会

「
最
近
の
葬
儀
、
お
墓
事
情
」

　

い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
生
誕
一
〇

〇
年
を
記
念
し
て
、
前
進
座
が

全
国
で
公
演
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

戦
争
が
奪
っ
た
絵
筆
、
そ
し

て
戦
争
が
描
か
せ
た
絵
・
・
。

敗
戦
直
後
の
激
動
の
時
代
を
駆

　
10
月
24
日
に
開
会
さ
れ
た
臨

時
国
会
で
安
倍
首
相
は
、
憲
法

改
正
に
つ
い
て
「
憲
法
審
査
会

で
政
党
が
具
体
的
改
正
案
を
示

す
こ
と
で
、
国
民
の
理
解
を
深

め
る
努
力
を
重
ね
、
国
会
議
員

の
責
任
を
果
た
そ
う
」
と
自
民

党
改
憲
案
を
提
示
、
改
憲
論
議

を
促
し
ま
し
た
。
内
閣
が
改
憲

発
議
を
す
る
こ
と
は
、
憲
法
99

条
の
（
憲
法
尊
重
擁
護
の
義

務
）「
天
皇
又
は
摂
政
及
び
国

務
大
臣
、
国
会
議
員
、
裁
判
官

そ
の
他
の
公
務
員
は
、
こ
の
憲

法
を
尊
重
し
擁
護
す
る
義
務
を

負
う
」
の
規
定
に
違
反
す
る
も

の
で
許
さ
れ
な

い
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の

ウ
ソ
、
隠
ぺ

い
、
改
ざ
ん
、

民
意
無
視
の
強

権
政
治
、
憲
法

擁
護
義
務
違
反

の
安
倍
首
相
に

憲
法
を
語
る
資

格
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
ア
メ
リ
カ
と

日
本
政
府
の
基
地
強
化
が
押
し

付
け
ら
れ
て
い
る
沖
縄
県
で
、

知
事
選
挙
・
那
覇
市
長
選
挙
・

豊
見
城
市
長
選
挙
で
「
オ
ー
ル

沖
縄
」
が
勝
利
し
た
こ
と
は
、

安
倍
内
閣
退
陣
、
安
倍
改
憲
阻

止
、
戦
争
法
廃
止
の
た
た
か
い

に
展
望
を
与
え
る
も
の
で
す
。

　
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
憲
法

を
生
か
す
署
名
を
全
国
と
連
帯

し
３
０
０
０
万
人
達
成
の
た
め

２
０
４
５
年
に
は
82
万
人
（
厚

労
省
推
計
）
ま
で
減
少
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
特

に
、
進
学
や
就
職
に
よ
る
県
外

流
出
（
社
会
的
流
出
）
が
著
し

く
、
若
い
方
々
が
青
森
県
内
に

と
ど
ま
る
た
め
に
は
、
生
活
し

て
い
け
る
賃
金
が
必
要
で
あ
り
、

そ
れ
を
保
障
す
る
た
め
に
は
中

小
零
細
企
業
へ
の
支
援
が
不
可

欠
で
す
。

に
職
場
・
地
域
か
ら
粘
り
強
く

展
開
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
沖
縄
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
勝
つ
方
法
は
あ
き
ら
め
な
い

こ
と
」
を
胆
に
銘
じ
て
。

け
抜
け
た
ち
ひ

ろ
、
彼
女
を
め

ぐ
る
若
者
た
ち
、

絵
描
き
た
ち
の

青
春
の
物
語
！

●
11
月
27
日
㈫

　

①
14
時

　

②
18
時
半

●
リ
ン
ク
モ
ア

平
安
閣
市
民

ホ
ー
ル

●
料
金
前
売
り

４
８
０
０
円　

当
日
５
千
円

●
実
行
委
員
会

　

演
劇
鑑
賞
協
会

　

う
た
ご
え
協
議
会

　

県
生
協
連
合
会

　

県
原
水
協

　

新
婦
人
県
本
部

　

年
金
者
組
合
県
本
部

　

県
労
連
な
ど
19
団
体

　

前
売
券
は
県
労
連
・
年
金
者

組
合
県
本
部
へ



2018年 11月５日（第 3種郵便物認可）第 338号 この機関誌は再生紙を使用しています。

E-mail：ao110@kenrouren.jp　　　FAX  017 － 729 － 2186　　　HP：http://www.kenrouren.jp/

第336回
まちがい
さがし

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー
ル

で
回
答
。
氏
名
、
住
所
、
組

合
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

余
白
に
職
場
の
様
子
や
最
近

の
出
来
事
な
ど
を
、
お
よ
せ

く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら

抽
選
で
図
書
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

●
締
切
＝
12
月
15
日

●
発
表
＝
１
月
号

●
宛
先
＝
０
３
０
―
０
８
５
２

青
森
市
大
野
字
若
宮
１
６
５
―

１
９
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
は
欄

外
に
表
記
。
「
第
336
回
ま
ち
が

い
さ
が
し
」
係
り
ま
で
。

第
334
回
の
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》
①
お
月
様
②
団
子

の
数
③
女
の
着
物
の
袖
④
花

び
ん
の
模
様
⑤
ウ
サ
ギ
の
耳

⑥
花
び
ん
の
花
⑦
皿
の
く
だ

も
の

《
当
選
者
》
16
通
の
応
募
で

し
た
。
当
選
者
は
次
の
方
々

で
す
。

葛
巻
千
津
子
（
サ

ン
ヨ
ー
ソ
ー
イ
ン

グ
）
、
細
川
弘

彦
（
年
金
者
組

合
）
、
千
葉
三
千

代
（
年
金
者
組

合
）
、
工
藤
陵

（
五
所
川
原
市
職

労
）
、
山
内
順
子

（
ひ
だ
ま
り
）

＝
お
知
ら
せ
＝

74
名
が
参
加
し
た
青
森
市

弘
前
市
の
デ
モ
行
進

髙
橋
委
員
長
の
挨
拶

昨
年
の
八
戸
市
と
の
懇
談

択
後
、
繁
華
街
を
デ
モ
行
進
、

市
民
に
年
金
制
度
改
悪
反
対
を

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
同
日
八

戸
市
の
小
中
野
公
民
館
で
年
金

一
揆
八
戸
集
会
が
開
催
さ
れ
、

60
人
が
参
加
、
橋
場
弁
護
士
を

講
師
と
し
た
年
金
学
習
会
で
年

金
裁
判
の
意
義
を
学
び
ま
し
た
。

19
日
に
弘
前
市
で
も
年
金
一
揆

が
開
催
さ
れ
、
45
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
平
戸
弘
前
支
部
委
員

長
は
、
年
金
制
度
の
改
善
の
運

動
と
世
論
作
り
を
強
調
し
ま
し

た
。
集
会
終
了
後
、
４
年
ぶ
り

の
デ
モ
行
進
で
市
民
に
年
金
改

悪
反
対
を
訴
え
ま
し
た
。

　

安
倍
政
権
は
、「
お
年
寄
り

も
若
者
も
安
心
で
き
る
全
世
代

型
の
社
会
保
障
制
度
」
の
確
立

と
称
し
て
、
年
金
支
給
年
齢
の

繰
り
延
べ
を
強
行
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
年
金
支
給
額
は
5

年
間
で
3
・
5
％
も
切
り
下
げ

ら
れ
、
１
兆
７
５
０
０
億
円
も

カ
ッ
ト
さ
れ
ま
し
た
。
保
険
料

は
04
年
の
13
・
58
％
か
ら
18
・

３
％
へ
と
35
％
も
引
き
上
げ
ら

れ
、
そ
の
財
源
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
の
株
価
操
作
に
よ
る
大
企
業

や
富
裕
層
に
還
元
さ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
21
年
か
ら
は
賃
金

と
連
動
し
た
年
金
カ
ッ
ト
法
が

本
格
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

10
月
16
日
、
青
森
市
で
開
催

さ
れ
た
集
会
に
は
74
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
柳
谷
東
青
支
部
委

員
長
は
、「
ウ
ソ
と
ご
ま
か
し
・

隠
ぺ
い
の
安
倍
政
権
を
市
民
と

野
党
共
闘
で
退
陣
に
追
い
込
み
、

高
齢
者
も
若
者
も
安
心
で
き
る

年
金
制
度
を
確
立
し
よ
う
」
と

訴
え
ま
し
た
。
集
会
宣
言
を
採

と
あ
る
街
宣
中

「
オ
メ
ダ
ズ
む
っ
た
ど
同
じ
ん

た
署
名
書
げ
っ
て
・
・
た
ま
に

静
か
だ
新
町
歩
か
せ
ろ
」。
お

婆
ち
ゃ
ん
！
世
の
中
良
く
し
た

い
か
ら
署
名
し
て
（
細
川
弘

彦
・
年
金
者
組
合
）

９
月
30
日
投
開
票
さ
れ
た

沖
縄
知
事
選
挙
で
玉
城
デ
ニ
ー

さ
ん
が
当
選
さ
れ
た
！
。
安

倍
・
菅
官
邸
と
自
公
維
、
業
界

団
体
、
創
価
学
会
、
緑
の
た
ぬ

き
こ
と
小
池
百
合
子
、
人
寄
せ

パ
ン
ダ
こ
と
小
泉
進
次
郎
た
ち

に
８
万
票
差
の
圧
勝
。
市
民
と

野
党
が
共
闘
す
れ
ば
安
倍
一
狂・

に
勝
て
る
と
い
う
こ
と
が
証
明

さ
れ
た
。「
本
気
の
共
闘
」
が

野
党
各
党
に
問
わ
れ
て
い
る
。

（
長
内
一
・
建
交
労
）

臨
時
職
員
と
し
て

働
い
て
11
年
に
な
り
ま
す
。
日

給
制
な
の
で
、
月
給
制
に
な
る

よ
う
に
組
合
活
動
を
が
ん
ば
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
休
日

の
多
い
月
の
給
料
が
恐
い
・
・
・

10
月
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
時
期
に
な
り
ま

す
。
忙
し
く
な
る
の
で
体
調
に

気
を
つ
け
ね
ば
！
（
山
内
順

子
・
ひ
だ
ま
り
）

最
近
80
歳
に
な
�
た
ら

保
険
会
社
よ
り
満
期
終
了
の
通

知
。
10
年
前
に
勤
務
先
で
か
け

て
い
た
生
命
保
険
が
終
了
だ
っ

た
。
今
後
は
年
金
の
み
。（
千

葉
三
千
代
・
年
金
者
組
合
）

突
然
鳴
り
だ
し
た

「
ガ
ス
漏
れ
報
知
器
」。
そ
の

け
た
た
ま
し
い
音
に
び
っ
く
り
。

40
年
来
お
つ
き
あ
い
の
あ
る
ガ

ス
屋
さ
ん
に
電
話
す
る
。「
ト

ヤ
モ
リ
さ
ん
、
落
ち
着
い
て
！

コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
い
て
く
だ
さ

い
」
あ
あ
、
我
が
家
の
キ
ッ
チ

ン
は
こ
ん
な
に
静
か
だ
っ
た
ん

だ
。
報
知
器
に
ビ
ー
ル
を
飲
ま

せ
な
く
っ
て
。
キ
ッ
チ
ン
ド
リ

ン
カ
ー
を
も
う
卒
業
し
よ
う
か

な
。（
都
谷
森
孝
子
・
年
金
者

組
合
）

暑
さ
と
の
闘
い

が
終
わ
り
、
次
は
庭
の
落
ち
葉

と
落
ち
な
い
内
臓
脂
肪
と
の
闘

い
で
あ
る
。
食
欲
が
あ
る
と
い

う
こ
と
は
健
康
の
証
拠
で
あ
る

と
勝
手
に
思
い
、
妻
の
イ
ヤ
ミ

に
負
け
ず
に
食
べ
て
い
る
。（
中

道
博
章
・
年
金
者
組
合
）

青
森・八
戸・弘
前
で

年
金
一
揆
！

社
保
協
自
治
体

キ
ャ
ラ
バ
ン

Ａ
Ｆ
Ｐ
労
組
加

盟
を
承
認

ー
東
青
労
連
大
会
ー

過
労
死
等
防
止
対
策
推

進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

時　
　

11
月
21
日
㈬
18
時

場
所　

ハ
ー
ト
ピ
ア
ロ
ー
フ
ク

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

大
竹
進

パ
ネ
リ
ス
ト

　

飯
田
寿
徳
（
健
生
ク
リ
ニ
ッ

ク
所
長
）

　

中
原
の
り
子
（
東
京
過
労
死

を
考
え
る
家
族
の
会
）

放
送
局
記
者
過
労
死
遺
族
か
ら

の
訴
え

　

佐
戸
恵
美
子

小
森
陽
一
憲
法
講
演
会

時　

12
月
1
日
㈯
14
時
半

場
所　

青
森
市
文
化
会
館

講
師　

小
森
陽
一
（
９
条
の
会

事
務
局
長
）

一
日
午
前
、
五
所
川
市
で
、
二

日
午
後
、
八
戸
市
で
も
講
演
会

県
労
連
第
35
回
評
議
員
会

時　

12
月
８
日
㈯
14
時

場
所　

県
民
福
祉
プ
ラ
ザ

案
件　

①
19
春
闘
方
針
案

　
　
　

②
そ
の
他　
　

評
議
員
定
数　

30
名

　

安
倍
首
相
は
来
年
10
月
か
ら

消
費
税
を
10
％
に
引
き
上
げ
る

こ
と
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

「
全
世
代
型
社
会
保
障
」
を
目

指
す
と
し
て
い
ま
す
が
、
全
世

代
に
わ
た
る
社
会
保
障
の
大
改

悪
が
本
質
で
す
。

　

安
倍
政
権
の
６
年
間
は
社
会

保
障
改
悪
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
で

す
。
生
活
保
護
費
と
冬
季
加
算

の
削
減
、
介
護
報
酬
・
診
療
報

酬
の
削
減
、
医
療
・
介
護
の
自

己
負
担
の
上
限
引
き
上
げ
、
後

期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
引
き

上
げ
、
介
護
の
２
割
負
担
の
導

入
、
70
〜
74
歳
の
２
割
負
担
へ

の
引
き
上
げ
、
年
金
の
支
給
額

の
３
・
５
％
の
引
き
下
げ
な
ど

　

10
月
20
日
、
東
青
労
連
第
30

回
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
、
組

合
単
組
数
、
代
議
員
数
と
も
大

会
成
立
要
件
で
あ
る
３
分
の
２

以
上
の
出
席
で
成
立
し
ま
し

た
。
東
青
労
連
議
長
の
挨
拶
の

後
、
来
賓
挨
拶
で
県
労
連
檜
山

事
務
局
長
が
「
働
き
方
改
革
関

連
法
で
残
業
代
ゼ
ロ
法
案
が
強

行
採
決
さ
れ
た
が
、
職
場
に
導

入
さ
せ
な
い
闘
い
が
重
要
で
あ

る
」
と
強
調
し
ま
し
た
。
大
会

で
は
、
年
金
者
組
合
の
代
議
員

か
ら
国
保
財
政
が
新
制
度
に
な

る
事
で
の
問
題
点
。
高
教
組
の

に
よ
っ
て
社
会
保
障
費
が
約

４
兆
円
も
削
減
さ
れ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

（
県
社
保
協
）
は
、
10
月
末
か

ら
11
月
中
旬
に
か
け
て
、
例
年

実
施
し
て
い
る
医
療
・
介
護
・

生
活
保
護
・
子
育
て
に
関
わ
る

自
治
体
と
の
懇
談
―
自
治
体
キ

ャ
ラ
バ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
よ
っ
て
子

ど
も
の
医
療
費
無
償
化
の
拡
大

や
学
校
給
食
費
の
無
料
化
が
広

ま
っ
て
い
ま
す
。
自
治
体
に
よ

る
社
会
保
障
の
施
策
の
改
善
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

代
議
員
は
「
障
害
者
雇
用
水
増

し
問
題
が
教
育
の
場
で
も
行
わ

れ
て
い
る
」
と
い
う
実
態
。
民

医
労
の
代
議
員
か
ら
は
、「
医

労
連
は
最
賃
引
き
上
げ
と
産
別

最
賃
の
た
た
か
い
を
同
時
に
行

っ
て
い
る
」
な
ど
の
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。
討
論
終
了
後
、
17

年
度
の
総
括
と
決
算
、
18
年
度

活
動
方
針
案
と
予
算
案
の
採

択
、
８
月
に
結
成
さ
れ
た
青
森

福
祉
支
援
プ
ラ
ザ
労
働
組
合

（
Ａ
Ｆ
Ｐ
労
組
）
の
東
青
労
連

加
盟
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。


